
723 

  
 

肥
料 



 

724 

  
 

「西農第九九号 肥料海老購入希望照会ノ件」（本書 239 号） 



725 

一 

肥
料
、
そ
し
て
化
学
肥
料 

  
農
作
物
を
育
て
る
と
き
に
は
、
肥
料
が
必
要
で
す
。…

…

肥
料
を
与
え
な
く
と
も
、

強
い
植
物
は
育
つ
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
土
に
必
要
な
栄
養
素
が
足
り
て
い
な
い
と

栄
養
失
調
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
や
は
り
、
肥
料
は
無
い
よ
り

は
あ
っ
た
方
が
良
い
で
し
ょ
う
。 

 

日
本
に
お
け
る
肥
料
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
木
村
茂
光
に
よ
る
と
、
延
長
五
年
（
九

二
七
）
に
で
き
た
律
令
の
施
行
細
則
『
延
喜
式
』
の
内
膳
司
式
（
天
皇
の
食
事
な
ど
を

用
意
す
る
部
署
の
業
務
に
つ
い
て
記
し
た
部
分
）
に
記
述
が
あ
る
の
が
古
い
も
の
の

よ
う
で
す
（1

）
。 

 

『
延
喜
式
』
巻
三
十
九
内
膳
司
の
「
耕
種
園
圃
」
云
々
と
書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
以
下

に
、
肥
料
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
よ
う
で
す
（2
）
。 

 

目
に
付
い
た
と
こ
ろ
で
い
う
と
、
例
え
ば
「
営
蒜
一
段
」
云
々
と
あ
る
項
に
「
糞
二

百
十
担
」（3

）

な
ど
と
あ
り
、
こ
の
「
糞
」
が
、
畜
糞
を
肥
料
と
し
て
施
し
た
記
述
で

は
な
い
か
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
（4

）
。 

 

古
島
敏
雄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
畜
糞
は
左
右
馬
寮
か
ら
出
た
厩
肥
を
用
い
た
も
の
と

の
こ
と
で
す
が
（5

）
、
平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、
灌
木
を
焼
い
た
灰
を
肥
料
と
し

て
用
い
て
い
る
例
が
史
料
に
現
れ
て
き
ま
す
（6

）
。 

 

古
代
中
世
の
肥
料
も
中
々
面
白
い
話
題
で
す
が
、
こ
の
項
に
直
接
つ
な
が
っ
て
く

る
の
は
、
近
世
（
ほ
ぼ
江
戸
時
代
に
重
な
る
時
代
区
分
）
に
発
達
し
た
多
彩
な
肥
料

で
す
。 

 

近
世
に
は
、
「
落
葉
や
枯
草
も
含
め
て
、
腐
る
も
の
な
ら
何
で
も
肥
料
に
な
っ
た
」

（7

）

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

細
か
な
肥
料
の
品
目
は
平
野
哲
也
の
研
究
を
御
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

が
、
平
野
に
よ
れ
ば
、
出
雲
国
・
因
幡
国
で
は
、
一
九
世
紀
に
は
、
冬
か
ら
春
に
か
け

て
、
水
田
の
裏
作
に
レ
ン
ゲ
を
栽
培
し
て
い
た
そ
う
で
（8

）
、
こ
れ
は
こ
の
項
で
取
り

上
げ
る
緑
肥
の
、
記
録
に
残
っ
て
い
る
中
で
は
早
い
例
で
し
ょ
う
。 

 

明
治
以
降
も
、
有
機
質
肥
料
（
草
肥
・
堆
厩
肥
・
人
糞
尿
な
ど
の
自
給
肥
料
と
魚

肥
・
大
豆
粕
な
ど
の
購
入
肥
料
）
が
中
心
的
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
北
海
道
の

鰊
搾
粕
が
魚
肥
で
は
有
名
で
す
ね
）、
日
露
戦
後
に
は
、
満
州
か
ら
の
大
豆
粕
の
輸
入

が
増
加
し
た
こ
と
で
、
大
豆
粕
が
魚
肥
を
上
回
り
ま
す
。 

そ
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
は
、
硫
安
（
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
）
が
国
内
で
も
低

廉
に
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
要
す
る
に
化
学
肥
料
で
す
ね
。 

 

昭
和
に
入
っ
た
こ
ろ
に
は
、
硫
安
（
化
学
肥
料
）
が
中
心
的
な
肥
料
と
な
っ
て
い

ま
し
た
（9

）
。 

 

戦
争
が
激
化
す
る
中
で
、
肥
料
も
次
第
に
統
制
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
三
十
一
日
付
け
「
昭
和
十
一
年
度
肥
料
需
給
状
況

調
ノ
件
」
は
、
そ
ん
な
時
代
の
史
料
で
す
。 

 

昭
和
十
二
年
五
月
三
十
一
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
会 

調
査
員
殿 

昭
和
十
一
年
度
肥
料
需
給
状
況
調
ノ
件 

貴
字
内
昭
和
十
一
年
度
一
ヶ
年
ニ
於
ケ
ル
肥
料
ノ
需
給
状
況
別
紙
小
票
ニ
ヨ
リ

御
調
査
、
御
取
纏
ノ
上
来
ル
六
月
十
五
日
迄
ニ
御
報
告
相
成
度
、
此
段
及
二

御
願

一

候
也
。
追
テ
参
考
資
料
ト
シ
テ
自
給
肥
料
評
価
格
表
添
付
致
シ
置
キ
候
。
尚
貴

字
調
査
員
左
記
ノ
通
リ
ニ
付
御
了
承
相
也
度
。 

記 

 

兼
子
小
一
郎 

 

大
須
賀
信
助
（1

0

） 

  

必
要
な
肥
料
の
量
を
教
え
て
、
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
こ
で
言
う
肥
料
は
、
先
ほ

ど
も
説
明
し
ま
し
た
が
、
上
浅
羽
村
の
『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
五
月
十
一
日
条
に
「
肥
料
「
ア
ン
モ
ニ
ヤ
」
共
同
購
入
調
査
之
件
」（1

1

）

と
あ
る
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
化
学
肥
料
な
の
だ
ろ
う
な
、
と
予
想
が
つ
き
ま
す
。 

（
一
九
三
七
） 

〔×

■
〕 
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肥
料
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
頻
繁
に
会
議
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
史
料
が

多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
農
作
物
の
生
産
に
と
っ
て
重
要
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
二
十
八
日
付
け
「
農
第
／
号 

肥
料
ニ
関
ス
ル

協
議
会
開
会
ノ
件
」
は
西
浅
羽
村
の
も
の
で
す
。 

 

農
第
／
号 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
浅
羽
村
養
蚕
支
部 

昭
和
十
三
年
三
月
二
十
八
日 

 
 
 

西

浅

羽

村

農

会 

仝 
 

信

用

組

合 

殿 

肥
料
ニ
関
ス
ル
協
議
会
開
会
ノ
件 

来
ル
三
十
日
午
後
一
時
ヨ
リ
西
浅
羽
村
信
用
内
ニ
肥
料
ニ
関
ス
ル
協
議
会
開
会

可
レ

致
候
条
、
御
多
忙
中
恐
縮
ニ
ハ
候
ヘ
共
、
万
障
御
繰
合
セ
御
出
席
相
願
度
、

此
段
及
二

御
通
知
一

候
也
。（1

2

） 

 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
頃
の
〔
肥
料
配
給
割
当
制
度
に
つ
き
相
談
〕
は
、
三
川

村
の
見
取
に
残
さ
れ
て
い
た
史
料
で
す
。
裏
面
が
メ
モ
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
こ
と

で
残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

◎
大
至
急 

今
晩
肥
料
配
給
割
当
制
度
ノ
件
ニ
付
キ
御
相
談
申
シ
タ
ヒ
ト
思
ヒ
マ
ス
カ

ラ
、
■
夕
飯
後
直
チ
ニ
私
方
迄
是
非
御
出
掛
ケ
ヲ
願
ヒ
マ
ス
。 

二
十
一
日 

 
 
 

小
次
郎 

 

柴

田

新

作
様 

 

寺

田

勇

一
様 

 

堀
之
内
若
太
郎
様 

 

鈴

木

育

三
様
（1

3

） 

  

「
肥
料
配
給
割
当
制
度
」
の
相
談
、
と
は
っ
き
り
言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
か
な
り

急
い
で
い
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、
偶
然
残
さ
れ
た
史
料
で
、
関
連
史
料
が
な
い
の

で
、
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
何
か
緊
急
事
態
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

二 

化
学
肥
料
か
ら
緑
肥
へ 

 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
二
十
一
日
付
け
「
西
農
第
六
〇
号 

肥
料
配
給

並
施
肥
改
善
ニ
関
ス
ル
講
演
会
ニ
関
ス
ル
件
」
で
は
、
肥
料
の
配
給
と
と
も
に
、
施

肥
の
や
り
方
を
変
え
る
よ
う
、
講
演
会
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

西
農
第
六
〇
号 

昭
和
十
五
年
五
月
二
十
一
日 

 
 
 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

各
部
農
会
長
殿 

肥
料
配
給
並
施
肥
改
善
ニ
関
ス
ル
講
演
会
ニ
関
ス
ル
件 

標
記
講
演
会
左
記
ニ
依
リ
開
催
可
レ

致
旨
通
知
有
レ

之
候
条
、
最
寄
リ
会
場
ニ
出

席
、
聴
講
相
成
度
、
此
段
及
二

御
通
知
一

候
也
。 

記 

一
、
日
時 

五
月
二
十
四
日
午
前
十
時 

 

中
泉
町
公
会
堂 

五
月
二
十
五
日
午
前
十
時 

 

袋
井
町
農
会
楼
上 

一
、
講
師 

県
試
験
場 

岡
田
技
師 

 
 

県
庁
堀
西
技
師 

備
考
、
出
席
有
無
二
十
三
日
朝
迄
ニ
御
報
告
相
成
度
候
。（1

4

） 

  

は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
後
の
史
料
を
見
て
い
く
と
、
化
学

肥
料
の
配
給
が
に
っ
ち
も
さ
っ
ち
も
い
か
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
他
の
肥
料
を
、

と
い
う
講
演
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
、
と
い
う
気
が
し
ま
す
。 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
一
日
付
け
「
西
農
第
九
一
号 

緑
肥
大
豆
種
子

（
一
九
三
八
） 

（
一
九
四
〇
） 

〔×

■
〕 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」） 
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配
給
ニ
関
ス
ル
件
」
が
、
右
の
予
想
の
根
拠
で
す
【
写
真
１
】
。 

 

西
農
第
九
一
号 

昭
和
拾
七
年
四
月
一
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

『
長
溝
』
部
農
会
長
殿 

緑
肥
大
豆
種
子
配
給
ニ
関
ス
ル
件 

肥
料
配
給
ノ
現
状
ニ
鑑
ミ
、
緑
肥
ノ
増
産
ヲ
図
ル
コ
ト
ハ
極
メ
テ
緊
要
ナ
ル

モ
、
之
レ
ガ
種
子
用
大
豆
ノ
供
給
甚
タ
窮
屈
ナ
ル
ニ
依
リ
、
配
給
セ
ラ
ル
ヽ

種
子
ノ
栽
培
ニ
関
シ
、
次
ノ
事
項
ニ
御
留
意
、
最
善
ノ
成
果
ヲ
受
ケ
得
ル
様

致
サ
レ
度
。 

一
、
緑
肥
様
ト
シ
テ
播
種
シ
、
決
シ
テ
食
糧
其
他
ニ
使
用
セ
サ
ル
コ
ト
。 

一
、
今
回
配
給
ノ
分
ハ
田
地
裏
作
ヲ
優
先
ト
ス
ル
コ
ト
。 

配
給
数
量 

満
州
産
湿
保
大
豆
『
約
一
石
二
斗
八
升

（
二
袋
）

』
一
升
ニ
付

金
三
十
六
銭 

 

黒
千
石
種 

 
 

『
□

五

升

（
一
袋
）

』 
 

〃五
□
銭 
（
近
日
入
荷
ノ
見
込
）

（1
5

） 

  

「
肥
料
配
給
ノ
現
状
ニ
鑑
ミ
、
緑
肥
ノ
増
産
ヲ
図
ル
コ
ト
ハ
極
メ
テ
緊
要
」
＝
肥

料
配
給
の
現
状
を
考
え
る
と
、
緑
肥
の
増
産
を
図
る
こ
と
は
極
め
て
緊
急
性
が
高
く

重
要
。 

 

肥
料―

―

こ
こ
で
は
化
学
肥
料
の
こ
と
で
し
ょ
う―

―

の
配
給
が
危
う
い
の
で
、

緑
肥
を
増
産
す
る
こ
と
が
重
要
だ
、
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

先
に
説
明
し
た
満
州
産
大
豆
が
登
場
し
て
い
ま
す
が
、「
今
回
配
給
ノ
分
ハ
田
地
裏

作
ヲ
優
先
ト
ス
ル
コ
ト
」
と
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
大
豆
粕
と
い
う
わ
け

で
も
な
さ
そ
う
で
す
。 

 

こ
こ
で
、
化
学
肥
料
と
緑
肥
に
つ
い
て
少
し
説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

作
物
の
生
育
に
は
窒
素
が
必
要
だ
、
と
い
う
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
（
リ
ン

酸
、
カ
リ
ウ
ム
と
並
ん
で
肥
料
の
三
要
素
）。
ま
た
、
空
気
の
八
割
近
く
が
窒
素
（N

2

）

だ
と
い
う
こ
と
を
御
存
知
の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

空
気
中
に
は
窒
素
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
利
用
し
て
肥
料
に
す
れ

ば
い
い
じ
ゃ
な
い
か
。
多
く
の
人
が
そ
う
思
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
な
か
な
か
上
手

く
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

と
い
う
の
も
、
空
気
中
の
窒
素N

2

は
、
窒
素
原
子
が
、
三
重
結
合
と
い
う
と
ん
で

も
な
く
強
い
結
合
方
法
で
く
っ
つ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
めN

2

は
安
定
し
て
い
て
、

中
々
利
用
可
能
な
形
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
す
。 

 
利
用
可
能
な
形
に
す
る
、
と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
ア
ン
モ
ニ
ア
に
す
る
こ
と

で
、
そ
れ
を
「
窒
素
固
定
」
と
言
い
ま
す
。 

 

一
九
〇
九
年
、
ド
イ
ツ
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ー
バ
ー
（
一
八
六
八―

一
九
三
四
）
は
空

気
中
の
窒
素
を
ア
ン
モ
ニ
ア
に
す
る
方
法
を
確
立
し
、
一
九
一
五
年
（
こ
の
年
次
、

文
献
に
よ
っ
て
揺
れ
が
あ
る
よ
う
で
す
）
に
は
、
同
じ
く
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル
・
ボ
ッ

容
器
御
持
参 

受
領
方
御
出
頭 

相
成
度 

（
手
書
） 

（
手
書
） 

（
一
九
四
二
） 

（
手
書
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」） 

【写真１】「緑肥大豆」（本書 177 号） 
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シ
ュ
が
、
ハ
ー
バ
ー
の
窒
素
固
定
法
の
工
業
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
ハ
ー
バ

ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
と
言
い
ま
す
（1

6

）
。 

 
現
在
も
化
学
肥
料
は
こ
の
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
は
、
空
気
か
ら
パ
ン
を
作
る
方
法
と
し
て
、
世
界
の
食

糧
事
情
を
変
え
た
大
発
明
な
の
で
す
が
、
高
温
高
圧
下
で
圧
縮
空
気
を
反
応
さ
せ
る

の
で
、
と
て
も
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
化
石
燃
料
を

大
量
消
費
す
る
わ
け
で
す
（1

7

）
。
現
在
は
、
そ
れ
で
も
採
算
が
と
れ
る
た
め
、
ハ
ー
バ

ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
で
窒
素
固
定
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
（
ボ
ッ
シ
ュ
の
改
良
は
、

ハ
ー
バ
ー
の
発
明
を
工
業
的
に
利
益
が
出
る
形
に
し
た
こ
と
）
、
戦
時
中
の
日
本
は
、

石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
確
保
に
困
っ
て
い
ま
し
た
（
本
書
「
石
油
」
の
項
も
御
参

照
く
だ
さ
い
）。
こ
れ
で
は
、
化
学
肥
料
を
作
る
の
も
困
難
で
す
。 

 

戦
時
日
本
の
肥
料
不
足
に
関
す
る
資
料
は
あ
ま
り
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
は
っ
き

り
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
お
よ
そ
、
こ
の
肥
料
不
足
は
右
の
事
情
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

小
野
寺
伊
勢
之
助
「
紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
因
に
就

て
」（
『
農
学
講
演
集
』
二
、
一
九
二
〇
年
）
は
大
正
の
こ
ろ
の
も
の
で
、
日
本
に
ハ
ー

バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
が
来
る
前
後
の
文
章
で
す
。 

 

却
説
栽
培
に
当
り
ま
し
て
生
産
費
の
最
も
主
な
る
地
位
を
占
め
て
居
り
ま
す
の

は
肥
料
代
と
労
賃
で
あ
り
ま
す
、
労
賃
は
各
農
家
の
自
給
と
し
て
残
る
肥
料
代

中
何
が
一
番
金
額
が
多
い
か
と
申
せ
ば
窒
素
肥
料
で
あ
り
ま
す
、
窒
素
肥
料
の

価
格
は
現
在
如
何
な
る
状
態
に
あ
り
ま
す
か
、
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ア
の
窒
素
一
貫

の
価
が
三
円
台
の
時
期
は
四
五
年
前
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
処
が
今
回
の
欧
州
戦

乱
の
勃
発
に
伴
ひ
漸
次
物
価
は
騰
貴
す
る
一
方
で
肥
料
も
其
例
に
漏
れ
ず
今
や

硫
安
の
窒
素
約
八
円
台
を
呼
ぶ
に
至
り
ま
し
た
、
他
の
特
殊
品
で
二
三
十
倍
以

上
に
も
騰
貴
し
た
も
の
と
比
べ
て
は
安
い
様
で
は
あ
り
ま
す
が
、
使
用
量
の
多

い
窒
素
肥
料
の
暴
騰
は
農
業
か
に
と
つ
て
は
大
打
撃
で
あ
り
ま
す
、（
以
下
略
）

（1
8

） 

  

第
一
次
世
界
大
戦
（
一
九
一
四―

一
九
一
八
）
の
と
き
、
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法

は
諸
外
国
（
ド
イ
ツ
か
ら
見
て
）
に
は
極
秘
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
（1

9

）

の
で
、
外
国
に

広
ま
り
だ
し
た
の
は
、
小
野
寺
が
講
演
を
し
て
い
た
少
し
前
く
ら
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

小
野
寺
も
「
今
や
本
邦
に
於
て
は
窒
素
研
究
所
の
設
立
を
見
る
に
到
り
ま
し
た
、

即
ち
空
気
窒
素
の
利
用
を
な
し
窒
素
を
固
定
せ
し
め
化
合
物
を
作
ろ
う
と
曰
ふ
の
で

あ
り
ま
す
」（2

0

）

と
言
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
は
、
こ
の
講
演

の
少
し
前
に
日
本
に
導
入
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
小
野
寺
の
言
い
方
だ
と
、
ま
だ
化
学

肥
料
は
普
及
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
ね
。 

 

な
の
で
、
右
で
小
野
寺
が
言
及
し
て
い
る
窒
素
肥
料
は
、
グ
ア
ノ
（
鳥
や
コ
ウ
モ

リ
な
ど
の
糞
が
堆
積
し
て
で
き
た
も
の
）
か
硝
石
あ
た
り
を
使
っ
た
肥
料
か
と
思
い

ま
す
が
（
で
も
、
グ
ア
ノ
や
硝
石
の
主
成
分
は
硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
だ
っ
た
か
な
？ 

硝
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
と
か
だ
っ
た
気
が…

…

／
こ
の
あ
た
り
有
疑
箇
所
）、
戦
時
中
は
そ

う
し
た
も
の
は
火
薬
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
肥
料
の
供
給
が
少
な
く

な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
小
野
寺
は
硝
石
に
言
及
し
て
い
る
（
前
掲
注
18
文
献

七
九―

八
〇
頁
）
の
で
、
硝
石
を
使
っ
た
肥
料
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

小
野
寺
は
、
国
は
諸
政
策
で
肥
料
価
格
が
無
闇
に
上
昇
し
な
い
よ
う
に
し
て
い
る

も
の
の
、「
私
の
考
へ
で
は
戦
争
の
続
く
限
り
近
き
将
来
に
お
い
て
は
低
下
せ
ぬ
と
思

ひ
ま
す
」（2

1

）
と
言
い
、
続
け
て
火
薬
と
窒
素
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
（
前

掲
注
18
文
献
七
九―

八
〇
頁
）。 

こ
の
あ
と
、
化
学
肥
料
が
日
本
で
も
広
ま
っ
て
い
き
ま
す
。
昭
和
の
は
じ
め
に
「
ア

ン
モ
ニ
ヤ
」
を
共
同
購
入
し
て
い
た
記
事
は
先
に
御
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
現
在
の
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
に
よ
る
ア
ン
モ
ニ
ア
生
産
量
と
、

ほ
ぼ
同
量
の
ア
ン
モ
ニ
ア
が
自
然
界
で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
（2

2

）
。 

 

自
然
界
で
主
に
ア
ン
モ
ニ
ア
生
産
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
マ
メ
科
植
物
の
根
に
瘤

を
作
っ
て
住
み
着
い
て
い
る
根
粒
菌
（
住
み
着
く
植
物
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
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別
種
の
根
粒
菌
が
い
ま
す
）
で
す
。
根
粒
菌
は
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
と
い
う
酵
素
を
持

っ
て
い
て
、
こ
の
酵
素
が
、
空
気
中
の
窒
素
を
ア
ン
モ
ニ
ア
に
し
ま
す
（N

2 +
8
H

++
8
e

-

→
2
N

H
3 +

H
2

）
。
こ
の
生
物
学
的
窒
素
固
定
反
応
は
、
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
と
は

違
う
反
応
に
よ
る
窒
素
固
定
法
で
す
（2

3

）
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
、
食
糧
に
対
す
る
関
心
か
ら
、
生
物
に
よ
る
窒
素
固
定
に
つ

い
て
の
研
究
は
、
近
年
も
盛
ん
に
進
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ

を
持
っ
て
い
る
細
菌
は
少
な
く
（≒

空
気
中
の
窒
素
を
固
定
で
き
る
生
物
は
少
な
い
）、

根
粒
菌
は
な
ぜ
か
マ
メ
科
植
物
の
根
に
し
か
住
み
着
か
な
い
、
な
ど
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
生
物
学
的
窒
素
固
定
反
応
を
利
用
す
る
方
法
が
、
洋
の
東
西
を
問
わ

ず
、
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
緑
肥
で
す
。 

 

右
に
見
た
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
一
日
付
け
「
西
農
第
九
一
号 

緑
肥

大
豆
種
子
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」
の
大
豆
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た
マ
メ
科
植
物
で
す
。 

 

緑
肥
は
、
稲
作
な
ど
の
前
に
マ
メ
科
植
物
を
育
て
、
そ
の
ま
ま
育
っ
た
植
物
を
土

壌
に
す
き
込
む
な
ど
し
て
肥
料
に
す
る
方
法
で
す
。 

 

袋
井
市
域
で
は
、
緑
肥
に
関
す
る
史
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
大
正
期
か
ら
確
認

で
き
ま
す
。
今
後
調
査
が
進
め
ば
、
も
っ
と
前
の
時
期
の
も
の
も
見
つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
二
十
八
日
付
け
〔
紫
雲
英
等
種
子
購
入
希

望
取
纏
依
頼
〕
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

大
正
四
年
六
月
廿
八
日 

今
井
村
農
会
（
印
） 

各
部
農
会
長
殿 

例
年
ノ
通
リ
左
記
種
子
部
農
会
ニ
於
テ
共
同
購
入
取
扱
可
レ

申
趣
ニ
付
テ
ハ
、
貴

部
内
ニ
於
ケ
ル
要
望
者
御
取
纏
メ
其
数
量
七
月
十
五
日

○

○

○

○

○

迄
ニ
御
申
越
被
レ

下
度
、

代
価
ノ
儀
ハ
未
ダ
不
明
ニ
候
ヘ
共
、
紫
雲
英
ハ
大
晩
生
一
升
四
拾
銭
内
外
ト
ノ

事
ニ
有
レ

之
候
。
而
シ
テ
部
農
会
ハ
代
価
又
ハ
運
賃
ノ
幾
分
ヲ
補
助
ス
ル
ト
ノ
事

ニ
候
ヘ
バ
、
割
合
低
廉
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
購
入
シ
得
ル
事
ト

ナ
ラ
ン
ト
存
候
。
右
期
日

迄
ニ
ハ
必
ズ
御
申
報
相
願
度
、
此
段
及
二

照
会
一

候
也
。 

追
テ
期
日
経
過
後
ハ
一
切
部
農
会
ニ
於
テ
取
扱
ハ
ザ
ル
内
ニ
付
申
添
候
。 

一
、
紫
雲
英
（
大
晩
生
） 

一
、
宮
重
、
方
領
、
御
器
所
大
根
、
山
東
白
菜
（2

4

） 

  

紫
雲
英
の
共
同
購
入
に
関
す
る
記
事
で
す
。 

 

「
紫
雲
英
」
は
「
ゲ
ン
ゲ
」
と
読
み
ま
す
。
レ
ン
ゲ
ソ
ウ
と
い
う
別
名
の
方
が
、
読

者
の
皆
様
に
馴
染
み
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
赤
紫
の
か
わ
い
ら
し
い
花
を
咲
か

せ
る
マ
メ
科
植
物
で
す
。 

 

紫
雲
英
は
緑
肥
と
し
て
広
く
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

先
に
見
た
小
野
寺
の
講
演
も
、
タ
イ
ト
ル
は
紫
雲
英
の
緑
肥
に
反
対
し
て
い
そ
う

な
も
の
で
す
が
、「
緑
肥
と
し
て
何
が
一
番
本
邦
に
栽
培
さ
れ
て
居
る
か
と
云
へ
ば
紫

雲
英
で
あ
り
ま
し
て
」（2

5

）

云
々
と
、
日
本
で
紫
雲
英
が
大
い
に
緑
肥
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
、「
紫
雲
英
の
農
業
か
に
と
つ
て
結
構
な
こ
と
は
殆
ど
無
償
に

近
い
費
用
で
高
価
な
る
窒
素
を
空
気
中
か
ら
取
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
」（2

6

）
、「
即
ち
紫

雲
英
の
根
に
は
根
瘤
バ
ク
テ
リ
ア
が
居
つ
て
紫
雲
英
と
共
生
し
て
居
る
か
ら
紫
雲
英

は
此
細
菌
の
為
に
空
気
中
か
ら
固
定
し
た
窒
素
を
利
用
し
得
る
と
云
ふ
大
な
る
得
点

が
あ
り
ま
す
」（2

7

）

と
、
紫
雲
英
緑
肥
の
メ
リ
ッ
ト
を
語
っ
て
い
ま
す
。
小
野
寺
の
講

演
は
、
紫
雲
英
緑
肥
の
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
、
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
減
ら
す

こ
と
で
、
紫
雲
英
緑
肥
の
効
果
を
高
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
（
前
掲
注
18
文
献

八
二
頁
）。 

小
野
寺
の
講
演
は
、「
タ
イ
ト
ル
っ
て
大
事
だ
な
、
主
に
読
む
前
の
第
一
印
象
に
関

し
て
」
と
い
う
気
付
き
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
が
、
そ
の
内
容
か
ら
は
、
紫
雲

英
緑
肥
の
農
業
的
研
究
結
果
と
と
も
に
、
当
時
の
緑
肥
（
紫
雲
英
緑
肥
）
に
対
す
る

期
待
感
が
う
か
が
え
ま
す
。 

（「
磐
田
郡
今
井
村
農
会
事
務
所
印
」） 

（
一
九
一
五
） 

（
後
補
） 
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小
西
亀
太
郎
『
緑
肥
と
根
粒
菌
の
研
究
』（
朝
倉
書
店
、
一
九
四
七
年
）
は
、
昭
和

十
四
年
（
一
九
三
九
）
頃
の
統
計
デ
ー
タ
を
主
に
使
用
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
当

時
の
緑
肥
使
用
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。 

 

（
３
）
緑
肥
の
種
類―

―

前
述
明
峰
氏
に
よ
れ
ば
，
我
国
に
栽
培
さ
れ
る
荳
科

植
物
は
40
余
種
で
其
の
内
緑
肥
に
利
用
さ
れ
る
種
は
局
部
的
の
も
の
を
加
ふ
る

と
多
種
に
上
る
で
あ
ら
う
。
然
し
一
般
に
緑
肥
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
の
は
10
種

以
内
か
と
考
へ
ら
れ
る
。
紫
雲
英
，
青
刈
大
豆
，
蚕
豆
，
苜
蓿
，
ザ
ー
ト
ウ
ヰ
ッ

ケ
ン
，
セ
ラ
デ
ラ
，
ク
ロ
バ
ー
其
の
他
が
主
要
な
る
種
類
で
農
林
省
の
統
計
に

は
紫
雲
英
，
青
刈
大
豆
，
蚕
豆
，
及
び
豌
豆
，
こ
れ
に
殆
ど
島
根
県
に
限
ら
れ
た

苜
蓿
と
，
其
の
他
近
時
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
る
ザ
ー
ト
ウ
ヰ
ッ
ケ
ン
，
ベ
ッ
チ
類

が
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
。
想
像
す
る
の
に
大
正
７
，
８
年
以
後
漸
く
普
及
し
た
ザ

ー
ト
ウ
ヰ
ッ
ケ
ン
，
ル
ー
ピ
ン
等
の
反
別
は
近
年
各
地
に
採
取
田
圃
が
設
置
さ

れ
て
可
な
り
広
く
な
つ
た
と
思
ふ
の
」で
あ
つ
て
、
府
県
に
よ
つ
て
は
別
に
こ
れ

を
統
計
に
掲
げ
る
も
の
も
あ
る
様
だ
が
遺
憾
な
が
ら
全
国
的
の
統
計
は
不
明
で

あ
る
。
（
後
略
）（2

8

） 

  

昭
和
十
年
代
に
は
、
様
々
な
マ
メ
科
植
物
が
緑
肥
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。
紫
雲
英
、
青
刈
大
豆
、
ソ
ラ
マ
メ…

…

。 

 

少
し
説
明
し
て
お
く
と
、
ザ
ー
ト
ウ
ィ
ッ
ケ
ン
は
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
栽
培
品

種
で
す
。
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
は
そ
こ
ら
へ
ん
に
生
え
て
る
あ
の
真
っ
黒
な
枝
豆
で

す
。
個
人
的
に
は
好
き
な
植
物
な
の
で
す
が
、
昔
、
裏
庭
で
品
種
改
良
実
験
を
し
よ

う
と
し
て
家
族
に
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
繁
茂
し
ま
す
か
ら
ね
。
未
だ
に

「
あ
ん
た
の
好
き
な
あ
の
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
」
と
家
族
に
言
わ
れ
ま
す
。 

苜
蓿
は
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
。「
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
」
だ
け
で
は
少
し
広
め
の
植
物
を
指
す
名
称

で
す
が
、
む
し
ろ
細
か
な
名
称
で
ム
ラ
サ
キ
ウ
マ
ゴ
ヤ
シ
（
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ
）
や

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
と
言
っ
た
方
が
分
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

ル
ー
ピ
ン
は
ル
ピ
ナ
ス
で
す
。 

 

小
西
は
昭
和
十
四
年
の
統
計
デ
ー
タ
を
基
に
、
緑
肥
に
利
用
さ
れ
る
植
物
に
は
地

域
差
が
あ
る
と
い
い
、「
こ
れ
を
各
府
県
に
就
い
て
見
る
に
富
山
，
滋
賀
，
高
知
，
宮

崎
に
は
紫
雲
英
、
熊
本
，
鹿
児
島
，
群
馬
，
静
岡
に
は
青
刈
大
豆
，
島
根
に
は
苜
蓿
が

多
い
」（2

9

）

と
し
て
い
ま
す
が
、
史
料
を
見
る
と
、
袋
井
市
域
で
は
紫
雲
英
が
多
く
見

ら
れ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
袋
井
市
域
に
目
を
戻
し
、
紫
雲
英
緑
肥
の
史
料
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
二
十
日
付
け
「
西
農
第
五
八
号 

紫
雲
英
種
子
ニ

関
ス
ル
件
」
で
す
【
写
真
２
】
。 

 

西
農
第
五
八
号 

昭
和
十
五
年
五
月
廿
日 

 
 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

紫
雲
英
種
子
ニ
関
ス
ル
件 

本
年
モ
例
年
ノ
通
リ
紫
雲
英
種
子
購
入
斡
旋
可
レ

致
候
モ
、
本
年
ハ
肥
料
不
足
ノ

為
各
町
村
需
要
者
多
ク
、
為
ニ
種
子
不
足
ノ
由
。
就
テ
ハ
出
来
得
ル
限
リ
自
家

採
種
ヲ
ナ
シ
不
足
分
ノ
ミ
購
入
致
ス
様
願
度
。
申
込
期
日
ハ
左
記
ニ
依
リ
、
期

日
厳
守
御
申
込
相
成
度
、
此
段
及
二

御
通
知
一

候
也
。 

（
一
九
四
〇
） 

【写真２】肥料不足・種子不足 

（本書 71 号） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」
） 
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記 

一
、
申
込
期
日 

 
 
 

五
月
廿
四
日
迄 

備
考
、
期
日
後
ノ
申
込
ハ
郡
農
会
ニ
於
テ
モ
受
付
ザ
ル
由
ニ
付
、
可
レ

然
御
諒

承
相
成
度
、
特
ニ
申
添
候
。（3

0

） 

  

例
年
通
り
紫
雲
英
種
子
購
入
斡
旋
を
す
る
の
だ
け
ど
、
今
年
は
肥
料
不
足
の
た
め
、

各
町
村
で
紫
雲
英
種
子
の
需
要
者
が
多
く
、
種
子
が
不
足
し
て
い
る
の
で
、
で
き
る

限
り
自
家
採
種
を
し
て
い
た
だ
い
て
、
不
足
分
の
み
購
入
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、

と
言
っ
て
い
ま
す
。 

 

自
家
採
種
を
し
て
い
た
人
は
、
当
時
ど
の
く
ら
い
い
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
な
る
と
、
緑
肥
も
足
り
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で

す
。 昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
十
一
日
付
け
「
西
農
第
一
六
七
号 

紫
雲
英
種

子
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」
で
も
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 

西
農
第
一
六
七
号 

昭
和
十
六
年
九
月
十
一
日 

 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

各
部
農
会
長
殿 

紫
雲
英
種
子
配
給
ニ
関
ス
ル
件 

予
而
購
入
方
申
込
ニ
係
ル
標
記
紫
雲
英
種
子
左
記
ノ
通
リ
配
給
可
レ

致
候
条

御
受
領
方
御
出
頭
相
煩
シ
度
、
此
段
御
通
知
旁
〻
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

追
而
御
申
込
ノ
約
八
割
程
度
ノ
配
給
ニ
有
レ

之
候
条
、
左
御
了
承
相
成
度

候
也
。 

尚
価
格
中
晩
生
一
等
壱
升
金
八
拾
五
銭
、
仝
二
等
金
八
拾
弐
銭
、
採
種
圃
生

産
分
不
明
ニ
付
、
判
明
次
第
御
通
知
可
レ

致
候
也
。 

『 
 
 
 

記 

中
晩
生 

一
等 

 

一
斗
五
升
也 

 
 

一
二
七
五 

二
等 
 

二
斗
参
升
也 

 
 

一
八
八
六 

計 
 
 
 
 
 
 

三
斗
八
升
也 

計
三
一
六
一 

 
 
 
 

』（3
1

） 

  

末
尾
に
「
採
種
圃
生
産
分
不
明
ニ
付
、
判
明
次
第
御
通
知
可
レ

致
候
也
」（
自
家
採

種
の
生
産
分
が
不
明
な
の
で
、
判
明
次
第
通
知
し
て
）
と
あ
り
ま
す
。
自
家
採
種
分

の
量
も
加
味
し
て
配
給
量
が
決
定
し
た
の
で
し
ょ
う
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

八
月
十
一
日
付
け
「
西
農
第
二
二
三
号 

紫
雲
英
種
子
購
入
申
込
ニ
関
ス
ル
件
」
を

見
る
と
、
そ
の
あ
た
り
を
う
か
が
わ
せ
る
記
述
が
あ
り
ま
す
。 

 

西
農
第
二
二
三
号 

昭
和
十
八
年
八
月
十
一
日 

 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

各
部
農
会
長
殿 

紫
雲
英
種
子
購
入
申
込
ニ
関
ス
ル
件 

標
記
種
子
御
部
内
ニ
於
ケ
ル
購
入
希
望
数
量
御
取
纏
メ
ノ
上
、
来
ル
十
六
日

迄
ニ
御
申
込
相
成
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

追
而
受
給
数
量
ニ
依
リ
幾
分
査
定
ハ
不
免
次
第
ニ
付
、
予
メ
御
了
承
相
成

度
候
也
。（3

2

） 

  

追
而
書
に
「
受
給
数
量
ニ
依
リ
幾
分
査
定
ハ
不
免
次
第
ニ
付
」（
受
給
数
量
に
よ
っ

て
査
定
は
免
れ
な
い
）
と
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
段
階
で
も
紫
雲
英

種
子
供
給
量
は
厳
し
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
十
八

日
付
け
「
西
農
第
二
二
九
号 

紫
雲
英
種
子
配
付
ニ
関
ス
ル
件
」
は
も
っ
と
は
っ
き

り
言
っ
て
い
ま
す
【
写
真
３
】。 

 

『
長
溝
』 

西
農
第
二
二
九
号 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」） 

（
一
九
四
三
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」） 

（
一
九
四
一
） 

（
罫
外
） 

（
手
書
） 
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昭
和
十
八
年
八
月
十
八
日 

 

西
浅
羽
村
農
会
（
印
） 

各
部
農
会
長
殿 

紫
雲
英
種
子
配
付
ニ
関
ス
ル
件 

予
而
御
申
込
ニ
係
ル
標
記
種
子
、
左
記
ノ
通
リ
配
付
可
レ

致
候
条
、
御
受
領

方
御
出
頭
相
煩
シ
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

追
而
種
子
ハ
配
給
ニ
係
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
付
、
相
当
査
定
ヲ
加
ヘ
ラ
レ
候

ヘ
ト
モ
、
不
レ

悪
御
了
承
相
成
度
。
尚
御
受
領
ノ
節
ハ
容
器
御
持
参
相
願

度
候
。 記 

数
量 

四
斗

九
升 

価
格 

単
価
一
円

一
七 
金
額
五
七
円

三
三
（3

3

） 

  

こ
れ
ま
た
追
而
書
で
す
ね
。
「
相
当
査
定
を
加
え
ら
れ
る
け
ど
、
悪
し
か
ら
ず
」。

史
料
を
読
ん
で
き
て
の
印
象
で
す
が
、
定
期
的
に
出
さ
れ
る
内
容
で
、
と
に
か
く
数

を
読
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
類
の
公
文
書
は
追
而
書
や
尚
尚
書
な
ど
の
追
伸
部
分
に

目
を
引
く
記
述
が
あ
る
場
合
が
多
い
で
す
。 

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
（
昭
和
二
十
年
八
月
十
四
日
）、
玉
音
放
送
（
同
年
八
月
十
五

日
）、
降
伏
文
書
調
印
（
同
年
九
月
二
日
）
を
経
て
出
さ
れ
た
、
昭
和
二
十
年
（
一
九

四
五
）
十
月
一
日
付
け
「
西
農
第
一
九
九
号 

紫
雲
英
種
子
配
付
ノ
件
」
を
見
て
み

る
と
、
本
当
に
限
界
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

『
長
溝
』 

西
農
第
一
九
九
号 

昭
和
二
十
年
十
月
一
日 

 
 
 
 

西
浅
羽
村
農
業
会 

部
農
会
長
殿 

紫
雲
英
種
子
配
付
ノ
件 

配
給
肥
料
ノ
極
減
ニ
対
処
シ
、
此
後
ノ
食
糧
増
産
ハ
自
給
肥
料
ノ
増
産
ニ
依

ル
以
外
ニ
途
ナ
ク
、
依
ツ
テ
本
年
度
秋
播
紫
雲
英
種
子
貴
部
落
ニ
対
シ
左
記

数
量
ヲ
配
給
可
レ

致
候
条
、
容
器
持
参
、
来
ル
本
月
五
日
迄
ニ
当
農
業
会
事
務

所
迄
御
足
労
煩
シ
度
、
此
段
及
二

御
依
頼
一

候
也
。 

『 
 
 

壱
斗
七
升
代
金
弐
拾
五
円
五
拾
銭 

『
一
、
金
弐
拾
五
円
五
拾
銭
也
。
領
収
候
也
。
指
導
部
（
印
）』』（3

4

） 

  

「
配
給
肥
料
ノ
極
減
」、「
此
後
ノ
食
糧
増
産
ハ
自
給
肥
料
ノ
増
産
ニ
依
ル
以
外
ニ

途
ナ
ク
」
と
、
正
直
に
現
状
を
述
べ
て
い
ま
す
。 

 

三 

そ
の
他
の
肥
料 

 
こ
こ
ま
で
緑
肥
を
中
心
に
当
時
の
肥
料
事
情
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
、

緑
肥
以
外
の
肥
料
も
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
緑
肥
以
外
の
肥
料
の
史
料
は
か
な
り

少
な
い
の
で
す
が
、
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
八
日
付
け
「
西
農
第
九
九
号 

肥
料
海
老
購
入
希
望
照
会
ノ
件
」
を
見
る
と
、
海
老
を
肥
料
と
し
て
購
入
し
て
い
ま

〔×

五
〕 

（「
山
下
」） 

（
手
書
） 

（
一
九
四
五
） 

（
手
書
） 

（
異
筆
） 

【写真３】「不レ悪御了承相成度」 

（本書 222 号） 

（
一
九
四
三
） 

（「
磐
田
郡
／
西
浅
羽
村
／
農
会
印
」） 
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す
（
本
書
七
二
四
頁
に
写
真
）
。 

 

西
農
第
九
九
号 

昭
和
十
九
年
五
月
八
日 

 
 
 

西
浅
羽
村
農
業
会 

各
部
農
会
長

支

部

長

殿 

肥
料
海
老
購
入
希
望
照
会
ノ
件 

陳
者
現
下
肥
料
情
勢
逼
迫
ノ
折
柄
、
目
下
豊
浜
村
ニ
於
テ
標
記
肥
料
海
老
相
当

量
ノ
漁
獲
有
レ

之
候
由
。 

就
而
本
村
ニ
於
テ
之
ガ
購
入
ヲ
致
サ
バ
好
都
合
ト
存
候
ニ
付
、
一
応
貴
部
内
状

況
得
二

貴
意
一

度
。
尚
購
入
希
望
ノ
向
有
レ

之
候
ヘ
バ
、
ソ
ノ
数
量
ヲ
本
日
中
ニ
当

会
迄
御
一
報
相
煩
度
、
此
状
及
二

御
通
知
一

候
也
。 

追
而
代
金
ハ
一
斗
ニ
付
キ
三
円
也
。
容
器
持
参
ニ
テ
受
領
ノ
由
ニ
付
申
添
候
。

（3
5

） 

  

現
下
肥
料
情
勢
逼
迫
の
折
柄
、
と
あ
り
ま
す
。
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
頃
に
肥

料
状
況
が
か
な
り
悪
か
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
た
史
料
で
も
う
か
が
え
ま
す

が
、
こ
の
文
書
に
よ
る
と
、
こ
の
と
き
、
豊
浜
村
で
、
肥
料
に
な
る
海
老
が
相
当
量
漁

獲
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
で
、
西
浅
羽
村
で
も
「
肥
料
海
老
」
を
購
入
し
よ
う
、
と

言
っ
て
い
ま
す
。 

 

甲
殻
類
の
外
皮
を
乾
燥
さ
せ
、
粉
末
に
し
た
肥
料
は
、
公
定
規
格
で
は
「
甲
殻
類

質
肥
料
粉
末
」
に
分
類
さ
れ
、
鳥
取
、
兵
庫
、
富
山
な
ど
で
年
間
約
三
〇
〇
〇
ト
ン

（
い
つ
の
「
年
間
」
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
で
す
が
）
が
生
産
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
魚
カ
ス
や
菜
種
油
カ
ス
な
ど
と
同
類
の
普
通
肥
料
、
と
い
う
扱
い
の
よ
う
で
す
。 

 

粉
砕
し
て
い
な
い
甲
殻
類
の
外
皮
は
、
特
殊
肥
料
の
「
水
産
全
物
質
肥
料
」
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
粉
末
の
肥
料
は
窒
素
（
全
量
四
．
〇
％
）
と
リ
ン
酸
（
全
量
一
．

〇
％
）
の
含
有
量
が
既
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
未
粉
砕
の
肥
料
に
は
そ
う
し
た
既
定

は
無
い
よ
う
で
す
（3

6

）
。 

 

甲
殻
類
外
皮
の
肥
料
に
は
、
ダ
イ
コ
ン
萎
黄
病
、
イ
ン
ゲ
ン
根
腐
病
、
キ
ャ
ベ
ツ

萎
黄
病
、
エ
ン
ド
ウ
根
腐
病
、
イ
チ
ゴ
萎
黄
病
、
キ
ュ
ウ
リ
つ
る
割
病
、
ト
マ
ト
萎
凋

病
、
ス
イ
カ
つ
る
割
病
な
ど
に
対
す
る
防
除
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
（3

7

）
。 

な
ぜ
効
果
が
あ
る
の
か
、
は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
病

気
の
病
原
菌
は
糸
状
菌
で
、
細
胞
膜
に
キ
チ
ン
を
含
ん
で
い
ま
す
。
多
く
の
生
き
物
、

甲
殻
類
外
皮
も
キ
チ
ン
を
多
く
含
ん
で
い
る
の
で
、
甲
殻
類
外
皮
の
肥
料
を
撒
く
と
、

キ
チ
ン
を
分
解
し
て
ご
は
ん
に
し
て
い
る
菌
が
元
気
に
な
っ
て
増
殖
し
、
つ
い
で
に

右
の
病
原
菌
の
キ
チ
ン
も
分
解
し
て
殺
す
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
す
（3

8

）
。 

 

窒
素
と
リ
ン
酸
が
入
っ
て
い
る
の
で
、
肥
料
と
し
て
は
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

 

海
老
を
食
べ
た
方
が
早
い
の
で
は
、
と
思
わ
な
く
も
な
い
の
で
す
が
、
殻
を
剥
い

た
ら
食
べ
る
と
こ
ろ
が
な
い
、
な
ど
、
食
用
に
は
不
向
き
な
海
老
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
、
食
べ
る
習
慣
が
な
い
海
老
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
史
料

は
、
当
時
の
食
習
慣
な
ど
を
考
え
る
糸
口
に
も
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

様
々
な
肥
料
の
試
み
は
、
袋
井
市
域
で
も
昔
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
明

治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
八
月
十
一
日
付
け
「
桑
苗
試
作
景
況
報
告
」
は
、
そ
ん
な
史

料
の
一
つ
で
す
【
写
真
４
】
。 

 

 
 

桑
苗
試
作
景
況
報
告 

植
付 

ハ
明
治
廿
年
二
月
十
三
日
□
一
坪
ニ
弐
本
之
割
合
ヲ
以
テ
植
付
、
肥
料
ノ

如
キ
ハ
人
糞
堆
肥
、
干
田
螺
等
ニ
シ
テ
培
養
ノ
順
序
ハ
■
■
■
■
■
■
植
付
ノ

后
凡
ソ
二
十
日
隔
日
ニ
人
尿
ヲ
□
□
シ
、
六
月
上
旬
堆
肥
ヲ
□
与
シ
、
七
月
下

旬
砕
キ
テ
干
タ
ル
田
螺
ヲ
埋
メ
肥
ト
ナ
シ
、
爾
来
毎
月
一
回
之
ヲ
施
行
セ
リ
。

其
ノ
発
芽
ニ

四
月
下
旬
ニ
シ
テ
本
年
生
葉
ヲ
摘
採
セ
ザ
ル
ニ
付
、
其
収
穫
ヲ
知
ル

能
ハ
ズ
。
■
■
右
之
通
報
告
也
。 

周
智
郡
山
科
村 

廿
年
八
月
十
一
日 

 
 
 

戸
長 

（
一
九
四
四
） 

（
一
八
八
七
） 

（
一
八
八
七
） 

人
糞
ヲ 

〻 

〻 

〔×

二

月

十

四

日

栽
〕 

〔×

試

作

〕 
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郡
長
宛 

試
作
人
名 

赤
木
桑
二
十
五
本 

 

足

立

孫

六 
仝 

 
 

十
五
本 

 

村
松
孫
左
衛
門
（3

9

） 

 

そ
の
独
特
な
筆
跡
か
ら
、
こ
の
文
書
は
足
立
孫
六
（
地
元
で
は
有
名
な
有
力
者
で

す
）
が
書
い
た
も
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
虫
損
甚
大
な
こ
と
と
、
足
立
孫
六
の
字
が

袋
井
市
域
の
文
書
の
中
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
癖
字
で
あ
る
こ
と
で
、
読
め
な
い
部

分
も
多
々
あ
り
ま
す
。「
□
」
部
分
に
つ
い
て
、
誰
か
読
め
な
い
か
な
、
と
思
い
、
袋

井
市
郷
土
資
料
館
で
月
に
二
回
活
動
し
て
い
る
、
古
文
書
読
み
合
わ
せ
の
会
（
市
内

外
の
方
た
ち
が
自
主
的
に
開
い
て
い
る
会
で
す
。
と
き
ど
き
史
料
を
提
供
し
て
い
ま

す
）
の
皆
さ
ん
に
も
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
右
に
掲
載
し
た
史
料
の
□
の
部
分

は
や
は
り
読
め
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

内
容
は
、
桑
の
栽
培
に
際
し
て
の
、
人
糞
尿
の
肥
料
利
用
と
、
砕
い
た
田
螺
の
肥

料
利
用
で
す
。 

 

人
糞
尿
は
い
わ
ゆ
る
「
肥
」
な
の
で
ひ
と
ま
ず
良
い
と
し
て
、
田
螺
は
、
砕
い
て
干

し
た
も
の
を
七
月
に
埋
め
、
そ
の
後
毎
月
施
肥
し
た
と
の
こ
と
で
す
。 

 

貝
殻
や
貝
化
石
も
肥
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
含
ま
れ
て
い
る
ア
ル
カ
リ
分

に
功
果
が
あ
る
の
だ
と
か
。
野
菜
、
果
樹
、
茶
な
ど
で
は
収
穫
物
の
品
質
が
向
上
す

る
と
い
う
話
も
あ
る
そ
う
で
す
（4

0

）
。
足
立
孫
六
と
村
松
孫
左
衛
門
は
田
螺
の
殻
を
砕

い
て
肥
料
に
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
に
は
カ
キ
殻
を
粉
砕
し
た
も
の
を
使
用
す
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
（4

1

）
。 

 

そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、「
本
年
生
葉
ヲ
摘
採
セ
ザ
ル
ニ
付
、
其
収
穫
ヲ
知
ル
能
ハ

ズ
」
（
本
年
は
生
葉
を
採
種
し
て
い
な
い
の
で
、
そ
の
収
穫
は
分
か
ら
な
い
）
で
す
。 

 

あ
の
、
も
う
ち
ょ
っ
と
情
報
は…

…

せ
め
て
、
数
年
後
と
か
に
何
か
追
加
の
報
告

は…
…

な
ど
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
追
加
の
史
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
残
念
。 

                          

【写真４】「桑苗試作景況報告」（本書 336号） 
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（1

） 

木
村
茂
光
「
Ⅲ
古
代
」
（
木
村
茂
光
編
『
日
本
農
業
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
〇
年
）
七
九
頁
。 

（2

） 
『
延
喜
式
』
巻
三
十
九
、
内
膳
司
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
『
延
喜
式 

後
編
』

吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
二
年
）
八
七
八―

八
八
二
頁
。 

（3

） 

『
延
喜
式
』
巻
三
十
九
、
内
膳
司
（
前
掲
注
２
参
照
）
八
七
九
頁
。 

（4

） 

木
村
茂
光
「
Ⅲ
古
代
」
（
前
掲
注
１
参
照
）
七
九
頁
。 

（5

） 

古
島
敏
雄
『
日
本
農
業
技
術
史
』
（
時
潮
社
、
一
九
五
四
年
）
二
〇
一
頁
。 

（6

） 

古
島
敏
雄
『
日
本
農
業
技
術
史
』
（
前
掲
注
５
参
照
）
二
〇
一
頁
。 

（7

） 

平
野
哲
也
「
Ⅴ
近
世
」（
木
村
茂
光
編
『
日
本
農
業
史
』
前
掲
注
１
参
照
）
一

七
四
頁
。 

（8

） 

平
野
哲
也
「
Ⅴ
近
世
」（
前
掲
注
７
参
照
）
一
七
六
頁
。 

（9

） 

坂
根
嘉
弘
「
Ⅵ
近
代
」（
木
村
茂
光
編
『
日
本
農
業
史
』
前
掲
注
１
参
照
）
二

八
五
頁
。 

（1
0

） 

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月
三
十
一
日
付
け
「
昭
和
十
一
年
度
肥
料
需

給
状
況
調
ノ
件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
）
。
本
書
二
三

号
。
引
用
に
当
た
っ
て
文
字
組
を
少
し
調
整
し
た
。 

（1
1

） 

『
大
正
十
五
年
以
后 

議
事
録
』
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
五
月
十
一
日
条

（
浅
羽
自
治
会
文
書
一
一
）
。
本
書
二
号
。 

（1
2

） 

昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
二
十
八
日
付
け
「
農
第
／
号 

肥
料
ニ
関

ス
ル
協
議
会
開
会
ノ
件
」（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
八
の
内
）。
本
書

四
三
号
。 

（1
3

） 

（
昭
和
十
三
年
〈
一
九
三
八
〉
頃
）〔
肥
料
配
給
割
当
制
度
に
つ
き
相
談
〕

（
丹
羽
岳
人
家
文
書
三―

一
三―

一
）。
本
書
六
五
号
一
次
使
用
面
。 

（1
4

） 

昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
二
十
一
日
付
け
「
西
農
第
六
〇
号 
肥
料

配
給
並
施
肥
改
善
ニ
関
ス
ル
講
演
会
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文

書
近
代
一
一
の
内
）
。
本
書
七
一
号
。 

（1
5

） 

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
一
日
付
け
「
西
農
第
九
一
号 

緑
肥
大
豆

種
子
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）。
本

書
一
七
七
号
。 

（1
6

） 

桑
田
時
一
郎
「
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
に
つ
い
て
」
（『
化
學
工
業
』
二

（
五
）
、
一
九
五
一
年
）、
藤
田
照
典
・
市
川
真
一
郎
「
歴
史
の
散
歩
道
（
18
） 

ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
の
開
発―

光
と
影
」（
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
』
三
八

（
二
）
、
二
〇
一
七
年
）。 

（1
7

） 

田
村
隆
「
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
の
窒
素
固
定
と
水
素
生
産
の
電
子
機
構
」（『
ビ

タ
ミ
ン
』
八
九
（
八
）、
二
〇
一
五
年
）
四
〇
九
頁
、
前
田
勇
「
微
生
物
共
培
養

に
よ
る
窒
素
固
定
能
の
発
現 

微
生
物
共
生
体
に
お
け
る
窒
素
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア

へ
の
変
換
」（『
化
学
と
生
物
』
五
五―

二
、
二
〇
一
七
年
）
一
一
三
頁
。 

田
村
に
よ
れ
ば
、（
世
界
の
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
全
体
で
）
ア
ン
モ
ニ
ア
製
造
時
に

天
然
ガ
ス
を
燃
や
し
、
水
蒸
気
を
吹
き
込
む
こ
と
で
、
一
酸
化
炭
素
、
水
素
、
二

酸
化
炭
素
を
発
生
さ
せ
る
プ
ロ
セ
ス
で
、
人
類
全
体
が
一
年
間
に
消
費
す
る
熱
量

の
約
一
％
を
消
費
す
る
と
い
う
（
四
〇
九
頁
）。
ハ
ー
バ
ー
・
ボ
ッ
シ
ュ
法
の
概

要
に
つ
い
て
は
前
掲
注
16
の
文
献
を
御
参
照
さ
れ
た
い
。
桑
田
論
文
は
、
一
部
誤

植
ら
し
き
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
図
入
で
解
説
さ
れ
て
い
る
。 

（1
8

） 

小
野
寺
伊
勢
之
助
「
紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
因

に
就
て
」（『
農
学
講
演
集
』
二
、
一
九
二
〇
年
）
七
八―

七
九
頁
。 

（1
9

） 

田
村
隆
「
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
の
窒
素
固
定
と
水
素
生
産
の
電
子
機
構
」（
前
掲

注
17
参
照
）
四
〇
九
頁
。 

（2
0

） 

小
野
寺
伊
勢
之
助
「
紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
因

に
就
て
」（
前
掲
注
18
参
照
）
八
〇
頁
。 

（2
1

） 

小
野
寺
伊
勢
之
助
「
紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
因

に
就
て
」（
前
掲
注
18
参
照
）
七
九
頁
。 

（2
2

） 

前
田
勇
「
微
生
物
共
培
養
に
よ
る
窒
素
固
定
能
の
発
現 

微
生
物
共
生
体
に

お
け
る
窒
素
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
へ
の
変
換
」（
前
掲
注
17
参
照
）
一
一
三
頁
。 

（2
3

） 

田
村
隆
「
ニ
ト
ロ
ゲ
ナ
ー
ゼ
の
窒
素
固
定
と
水
素
生
産
の
電
子
機
構
」（
前
掲

注
17
参
照
）
四
一
〇
頁
、
前
田
勇
「
微
生
物
共
培
養
に
よ
る
窒
素
固
定
能
の
発
現 

微
生
物
共
生
体
に
お
け
る
窒
素
か
ら
ア
ン
モ
ニ
ア
へ
の
変
換
」（
前
掲
注
17
参

照
）
一
一
三
頁
。 

（2
4

） 

大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
六
月
二
十
八
日
付
け
〔
紫
雲
英
等
種
子
購
入
希
望

取
纏
依
頼
〕（
八 

深
見
区
近
代
役
場
文
書
二
一
五
）
。
本
書
三
三
九
号
。 

（2
5

） 

小
野
寺
伊
勢
之
助
「
紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
因

に
就
て
」（
前
掲
注
18
参
照
）
八
〇
頁
。 

（2
6

） 
小
野
寺
伊
勢
之
助
「
紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
因

に
就
て
」（
前
掲
注
18
参
照
）
八
一
頁
。 

（2
7

） 

小
野
寺
伊
勢
之
助
「
紫
雲
英
の
稲
作
に
及
ぼ
す
影
響
及
其
有
害
作
用
の
原
因

に
就
て
」（
前
掲
注
18
参
照
）
八
一
頁
。 

（2
8

） 

小
西
亀
太
郎
『
緑
肥
と
根
粒
菌
の
研
究
』（
朝
倉
書
店
、
一
九
四
七
年
）
八―
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九
頁
。
原
文
横
書
き
。 

（2
9

） 

小
西
亀
太
郎
『
緑
肥
と
根
粒
菌
の
研
究
』
（
前
掲
注
28
参
照
）
九
頁
。 

（3
0

） 
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
五
月
二
十
日
付
け
「
西
農
第
五
八
号 

紫
雲
英

種
子
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
一
の
内
）。
本
書
七

一
号
。 

（3
1

） 

昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
九
月
十
一
日
付
け
「
西
農
第
一
六
七
号 

紫
雲

英
種
子
配
給
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
文
書
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代
一
四
の
内
）。

本
書
一
四
七
号
。
引
用
に
当
た
っ
て
翻
刻
注
、
文
字
修
正
情
報
な
ど
を
一
部
省
略

し
た
。 

（3
2

） 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
十
一
日
付
け
「
西
農
第
二
二
三
号 

紫
雲

英
種
子
購
入
申
込
ニ
関
ス
ル
件
」
（〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書

近
代
一
五―

一
の
内
）
。
本
書
二
二
一
号
。 

（3
3

） 

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
八
月
十
八
日
付
け
「
西
農
第
二
二
九
号 

紫
雲

英
種
子
配
付
ニ
関
ス
ル
件
」
（
〔
昭
和
十
八
年
度
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近
代

一
五―

一
の
内
）
。
本
書
二
二
二
号
。 

（3
4

） 

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
十
月
一
日
付
け
「
西
農
第
一
九
九
号 

紫
雲
英

種
子
配
付
ノ
件
」
（
『
昭
和
二
十
年
四
月
以
降 

送
付
綴
』
長
溝
自
治
会
文
書
近
代

一
八
の
内
）
。
本
書
三
〇
六
号
。 

（3
5

） 

昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
五
月
八
日
付
け
「
西
農
第
九
九
号 

肥
料
海
老

購
入
希
望
照
会
ノ
件
」
（〔
昭
和
十
九
年
度
前
半
期
書
類
綴
〕
長
溝
自
治
会
文
書
近

代
一
六
の
内
）。
本
書
二
三
九
号
。 

（3
6

） 

塩
﨑
尚
郎
編
『
肥
料
便
覧 

第
６
版
』
（
農
産
漁
村
文
化
協
会
、
二
〇
〇
八

年
）
二
三
三
頁
。
参
照
部
分
は
藤
原
俊
六
郎
執
筆
。 

（3
7

） 

塩
﨑
尚
郎
編
『
肥
料
便
覧 

第
６
版
』
（
前
掲
注
36
参
照
）
二
三
三
頁
。
参
照

部
分
は
藤
原
俊
六
郎
執
筆
。 

（3
8

） 

塩
﨑
尚
郎
編
『
肥
料
便
覧 

第
６
版
』
（
前
掲
注
36
参
照
）
二
三
三―

二
三
四

頁
。
参
照
部
分
は
藤
原
俊
六
郎
執
筆
。 

（3
9

） 

明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
八
月
十
一
日
付
け
「
桑
苗
試
作
景
況
報
告
」（
山

科
村
戸
長
役
場
文
書
一
六
二
）
。
本
書
三
三
六
号
。 

（4
0

） 

塩
﨑
尚
郎
編
『
肥
料
便
覧 

第
６
版
』
（
前
掲
注
36
参
照
）
二
三
二
頁
。
参
照

部
分
は
藤
原
俊
六
郎
執
筆
。 

（4
1

） 

塩
﨑
尚
郎
編
『
肥
料
便
覧 

第
６
版
』
（
前
掲
注
36
参
照
）
二
三
二
頁
。
参
照

部
分
は
藤
原
俊
六
郎
執
筆
。 

                                  


